
©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
7

98376巻12号　2017年12月

　医療安全管理の業務は，日々の地道で着実な業務の継
続が重要であるが，多忙な医療現場にあって，スタッフ
の不足や，特に医師の協力が得難い場面もあるなど苦労
も多い．わが国には8,000を超える病院があり，その規模
や特徴は，地域のニーズなどに応じて実にさまざまであ
る．そこで，医療安全管理の内容も基本的な事項の他に，
自施設でさまざまな取り組みが工夫されている．そのよ
うな活動を行うためには，全国的な研修による知識や技
術の習得，情報交換，人的ネットワークの形成などの支
援が有効である．
　著者の石川雅彦先生と斉藤奈緒美先生は，地域医療振
興協会地域医療安全推進センターにおいて，“医療安全
管理者養成研修”の企画，運営に長く従事されている．研
修会では，全国からさまざまな規模，性質の医療機関の
医療安全担当者が参加され，実りの多い研修となってい
る．両先生は，そのような研修を通じ，医療機関のニーズ
やそれに応える情報の内容，適切な媒体などを長いご経
験から熟知されているお二人である．
　そしてこのたび，医療安全の書物を著されたとうかが
い早速手にとって拝見した．実践的な書物である．私な
りに本書の特徴を挙げてみたい．
（1）「ルールが守れない，協力が得られない……」といっ
たよくある悩みに答える「マニュアル遵守を促す」（p.3）
「“対話力”育成トレーニング」（p.20）という項目が冒頭
に記述されている．研修会において把握してこられた
ニーズを優先順位付けした上で，それに応える内容と

なっている．
（2）実際に発生した事例を活用して記述されている．日
本医療機能評価機構が運営する医療事故情報収集等事業
は，医療機関から法令に基づいて医療事故を報告してい
ただき，分析して背景要因や再発防止策を示している事
業である．同事業が公表している事例データベースから
教育的な事例を多く見つけ出して活用されている．
（3）グループワークを目に見えるように学ぶことができ
る．施設内の医療安全の研修では座学が多くなり，一方
向性の研修になりがちである．グループワークによる双
方向性の研修を行うことは，職員の意識を高め，関心を
呼ぶことにつながる．
（4）「“なぜ・なぜ”分析」などの事例分析が学べる．石川
先生は，根本原因分析をはじめとする事例分析の経験が
豊富であり，そのご経験から得た教訓が盛り込まれてい
る．本書を読むと，あたかも研修中のような円滑な流れ
の中で分析が身につく感覚がわく．
（5）院内で講義，研修をするためのスライドが提供され
ている．巻末にスライドをダウンロードするための手続
きが示されている．本書の内容を職員に浸透させるため
に，少ないスタッフがスライド作成にかける時間を省く
ことができる．
　このような実践的な資料とも言える本書が，多くの医
療安全関係者の手に届くことをとても喜ばしく思う．ぜ
ひ手にとってご覧いただき，日々の実務のお役に立てて
いただきたい．
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